

☆ 臨床心理士とは？？

　→臨床心理学の知識や技術を用いて心理的な問題を取り扱う「心の専門家」

　・現在では、10,083名の方々が臨床心理士として認定されています。

　・臨床心理士の資格を取得している人は心理職全体の約4割くらいだと推測されています。

　・心理職の採用要件に、臨床心理士をあげるところが年々増加しています。

　　そして毎年800～1000人のペースで臨床心理士の資格を取得する人が増加しています。
☆ 臨床心理士の資格を持った人々はどのような場で活躍しているだろうか？？

　→大きく分類して７つの領域で働いています
①  教育領域
＊機関：スクールカウンセラー、教育研究所、教育相談所・センターの相談員
主な仕事：不登校、いじめ、友人関係に関する悩み、非行、発達上の問題、学業に関する悩み、生活面の問題、などの相談に応じます
②  福祉領域
＊機関：児童相談所、各種福祉相談窓口

主な仕事：面接や行動観察、心理検査を用いたアセスメントを軸とし、必要に応じて遊戯療法、心理療法、集団療法、などを行います
主な相談内容：養護相談･･･虐待を受けているなど保護を要する子どもの相談

　　　　　　　　健全育成相談･･･わがまま、人見知りする、落ち着きがない、友達ができない、おねしょ等の相談

　　　　　　　　教護・触法相談･･･家出、盗み、暴力行為、薬物使用等の相談

　　　　　　　　心身障害相談･･･肢体不自由・知的障害・言葉の遅れ・虚弱・自閉傾向などの障害に関する相談

＊機関：療育医療センター

　
主な仕事：心身障害・精神遅滞・情緒障害・自閉症障害等の療育相談、訓練を行います
③  医療・保険領域
＊機関：病院・診療所（精神科、診療内科、小児科）、精神病院、保健所、リハビリテーションセンター、精神保健福祉センター、精神科クリニック
　
主な仕事：さまざまな神経症、習癖、発達上の問題、食行動異常、うつ病、統合失調症、不安障害、心身症、てんかん、アルコール障害、などの相談に応じます
　　　　　　心理テスト、心理療法の他にデイケアやコンサルテーションなどの活動もします
④  司法・矯正
＊機関：刑務所、拘置所、保護観察所、警察・少年相談、家庭裁判所少年部、矯正施設（少年院、少年鑑別所）、児童自立支援私設など

　
主な仕事：社会的処遇を決定する際の心理的側面に関するテストや調査など、矯正に向けての心理面接などを行います
⑤  大学・研究領域
＊機関：大学、学生相談所（保険管理センター）

　

主な仕事：臨床心理学を教える、臨床心理学に関する研究をする、大学が持っている学生相談室や保険センターの相談業務を行うなどがあります

⑥  産業領域
＊機関：企業内カウンセリング室、企業内健康管理センター、安全保健センター、公立職業安定所（ハローワーク）、障害者職業センター、など

主な仕事：職場の環境や人間関係、職務内容に関連したストレスなどの相談に応じます
　　　　　　就業の相談では、職業への適性を調査します

　　　　　　精神障害などによる休職者の職業復帰を支援します
⑦  開業領域
＊機関：私設の心理相談機関（通常10年以上の臨床経験を積んだ方々によるものです）

☆ 就職について

・圧倒的に非常勤が多く、非常勤の場合、いくつか掛持ちすることが多いです。

・就職は、公的機関（児童相談所など）の場合は公募されますが、病院関係や大学の学生相談室などは、大学院の教官や先輩などからの紹介によることが多いです。

・スクールカウンセラーの場合、各都道府県の教育委員会に各都道府県の臨床心理士が協力して人選をしているので、資格取得後に各地域の臨床心理士会に入会すればさまざまな情報を得ることができます。

☆ 収入はどのくらいだろうか？？

→臨床心理士は色々な働き方をしているので、収入も年収200万に満たない人から、1,000万を超す人までさまざまです。

　非常勤の場合、時給は経験年数や仕事内容によって1,000円前後～10,000円までの幅があります（スクールカウンセラーの時給は5,000円～7,000円くらい）

【３Ｂ／小俣ゼミ　加藤まい子】
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